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　設定来の基準価額の推移
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基準価額(左軸)

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 5.23% 8.01% 13.56% 32.86% 82.14% 323.56%

参考指数 ▲ 1.00% 4.74% 12.28% 27.27% 92.63% 475.60%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、S&P500トータルリターン指数〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を

乗じて算出しております。

　セクター別構成比率

セクター名 比率

1 半導体・半導体製造装置 36.1%

2 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 28.2%

3 ソフトウェア・サービス 11.7%

4 メディア・娯楽 8.9%

5 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 3.4%

6 一般消費財・サービス流通・小売り 3.3%

7 ヘルスケア機器・サービス 2.6%

8 運輸 1.3%

9 消費者サービス 0.9%

10 金融サービス 0.4%

※マザーファンドを通じた実質比率です

（マザーファンドの組入比率を除く）。

四捨五入のため、合計があわない場合が

あります。銘柄数は、新株等がある場合、

別銘柄として記載しております。

　最近5期の分配金の推移

2025/6/9 0 円

2025/9/9 700 円

2025/12/9 1,150 円

2026/3/9 0 円

2026/6/9 200 円

設定来合計 13,800 円

　ポートフォリオ構成比率

株式 96.8%

(内国内株式） (0.0%)

(内外国株式） (96.8%)

(内先物） (0.0%)

短期金融商品その他 3.2%

99.7%

組入銘柄数 60 銘柄 

マザーファンド組入比率

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

※比率は、当ファンドの純資産総額に対する実質比率です。

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式

※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.815%(税抜1.65%)の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

※基準価額は1万口当たりです。

 基準価額 11,407 円

 純資産総額 135.0 億円
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　組入上位10銘柄

銘柄名 セクター 比率 銘柄概要

1 エヌビディア 半導体・半導体製造装置 7.9%

テクノロジー企業。科学的計算、AI、データサイエンス、自動運転車、ロ
ボット工学、メタバース、3Dインターネットアプリケーションのための
プラットフォームの開発に従事。PCグラフィックにも注力する。世界
各地で事業を展開。

2 マイクロン・テクノロジー 半導体・半導体製造装置 6.9%
子会社を通じてDRAMチップ、SRAMチップ、フラッシュメモリ、半導
体部品、メモリモジュールなどを製造、販売。

3 ブロードコム 半導体・半導体製造装置 6.6%

半導体・インフラソフトウェアソリューションメーカー。デジタルおよび
ミックストシグナルCMOS（相補型金属酸化膜半導体）ベースのデバ
イスやアナログIII-Vベースの製品を手掛けるほか、エンタープライズ
およびデータセンターネットワーキング、ホームコネクティビティ、セッ
トトップボックス、ブロードバンドアクセス、通信機器も提供する。

4 アルファベット メディア・娯楽 5.0%

子会社を通じて、オンライン広告およびクラウドベースのソリューショ
ンを提供。インフラ、プラットフォーム、サブスクリプションベースの製
品、アプリ、アプリ内課金、デバイスをあらゆる規模のエンタープライ
ズ向けに提供する。

5 マイクロソフト ソフトウェア・サービス 4.3%

グローバル・テクノロジー会社。生産性・業務プロセス、インテリジェン
トクラウド、パーソナルコンピューティング分野向けにソリューション
を提供する、AIを活用したプラットフォームおよびツールを開発する。
世界各地で事業を展開。

6 台湾セミコンダクター(TSMC) 半導体・半導体製造装置 4.2%

半導体メーカー。ウエハー製造、プロービング、組み立て、検査のほ
か、マスクの製造、設計サービスを提供する。同社の集積回路（IC）は
コンピューター、通信機器、消費者向け電子製品、自動車、工業機器の
各産業で使用される。

7
アドバンスト・マイクロ・デバイセ
ズ

半導体・半導体製造装置 4.0%

半導体メーカー。マイクロプロセッサー、埋め込みマイクロプロセッ
サー、チップセット、グラフィクス、動画、マルチメディア製品などを提
供する。第三者製造所に製品を供給するほか、組み立て、試験、およ
び包装サービスを手掛ける。世界各地で事業を展開。

8 アップル
テクノロジー・ハードウェア
および機器

3.4%

IT会社。スマートフォン、パソコン、タブレット、ウェアラブル端末、アク
セサリーの設計、製造、販売に加え、各種関連アクセサリーの販売に従
事。決済、デジタルコンテンツ、クラウド・広告サービスも手掛ける。消
費者、中小企業、教育、企業、および政府機関の各市場を対象に世界
各地で事業を展開。

9 アナログ・デバイセズ 半導体・半導体製造装置 3.0%
アナログおよびデジタル信号処理用集積回路（IC）の設計、製造、販売
会社。同社の製品は、通信、コンピューター、工業、計装、軍事、航空宇
宙、自動車、高性能家電製品に使用される。世界で製品を販売。

10 アマゾン・ドット・コム
一般消費財・サービス流通・
小売り

2.7%

オンライン小売会社。多岐にわたる製品を販売する。書籍、音楽、コン
ピューター、電子機器、その他多数の製品を販売。顧客別にカスタマイ
ズされたショッピングサービス、ウェブ上でのクレジットカード決済、
および顧客への直接配送を手掛ける。世界各地でクラウド・プラット
フォーム・サービスも提供。

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式

※ 比率は、当ファンドの純資産総額に対する実質組入比率です。銘柄は、新株等がある場合、別銘柄として記載しております。

※ 外国銘柄の日本語表記は、QuickFactSet、Bloombergを参照しております。
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　ファンドマネージャーのコメント

　運用経過

　今後の運用方針

＜投資環境＞

7月の米国株式市場は上値の重い展開となりました。前半は、6月の米国の非農業部門雇用者数の増加が市場予想を下回ったことな

どから、米連邦準備制度理事会（FRB）による利上げ観測がやや後退し、株価は堅調に推移しました。しかし後半は、クラウドサービス

を大規模に展開する企業の決算発表を受けてAI関連投資が一段と拡大するという見方が広がる一方、過大な投資負担に対する懸念

が急速に強まりました。このような懸念などを受けてAI・半導体関連銘柄の株価は大きく下落し、市場全体も軟調な展開となりました。

為替市場では、円は米ドルに対して上昇する円高の動きとなりました。このため、基準価額騰落率にマイナスに影響しました。

＜今後の見通し＞

今後の米国株式市場は神経質な展開が続くと予想します。堅調な米国景気や企業業績が相場の下支え要因として働く一方で、巨額

のAI関連投資の持続性について様々な見方が混在していることから、AI・半導体関連銘柄の値動きは当面、不安定な状況が続くと見

ております。また、FRBの金融政策や中間選挙に向けた不透明感も相場の重荷になると見ています。

テクノロジー市場では、巨額なAI関連設備投資に見合う売上げ成長の見通し次第で、AI半導体株には調整リスクが残る一方、AI特

需の豊富な受注残高を持つ電力インフラ関連株などが選別されると考えます。バイオ関連株については、腫瘍・神経・腎疾患など複数

領域に跨るポートフォリオを持つ企業が選好されると予想します。

＜運用経過＞

7月の運用は、半導体・半導体製造装置株を中心にテクノロジー関連株のウェイトを68％前後、バイオ関連株のウェイトは32％程度

としました。投資行動としては、市場環境や株価バリュエーションなどを考慮して、買付けについては見送りました。一方、資金対応の

ため、医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス株やソフトウェア・サービス株などを一部売却しました。

＜今後の運用方針＞

今後の運用方針は、ファンドの基本方針に基づき、投資助言元であるアクサ・インベストメント・マネージャーズUKリミテッドからの投

資候補銘柄に関する情報を参考に、投資環境や業績動向などを勘案して銘柄選別を行い、組入れを行います。テクノロジー関連株は、

個別にコミュニケーション・サービス株のウェイト引下げる一方、ソフトウェア・サービス株の買増しを検討します。バイオ関連株について

は、投資助言を参考に成長性と株価バリュエーション考慮し、個別にウェイト付けを見直します。テクノロジー関連株とバイオ関連株の

比率は、概ね現在の水準を維持します。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式
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　ファンド情報

設　定　日 2015年3月17日
償　還　日 2045年3月7日
決　算　日 3月、6月、9月、12月の各月の9日 （休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式
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　投資リスク（1）

　ファンドの特色（2）

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式
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　投資リスク（2）

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
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　お申込みメモ

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
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　ファンドの費用
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次販売会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

阿波証券株式会社 四国財務局長（金商）第1号 ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ ○

岡三ビジネス＆テクノロジー証券
株式会社

関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

荘内証券株式会社 東北財務局長（金商）第1号 ○

東海東京証券株式会社 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ ○

東武証券株式会社 関東財務局長（金商）第120号 ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

三菱ＵＦＪ eスマート証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

武甲証券株式会社 関東財務局長（金商）第154号 ○

（登録金融機関）

株式会社イオン銀行（委託金融商品取引
業者：マネックス証券株式会社）

関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行(委託金融商品
取引業者：マネックス証券株式会社)

関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式

（注） 販売会社によっては、現在、新規のお申込みを受け付けていない場合があります。

※株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。

※2026年8月1日より、株式会社証券ジャパンは、岡三ビジネス＆テクノロジー証券株式会社になります。
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米国バイオ＆テクノロジー株オープン
追加型投信／海外／株式

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書
（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお
願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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